
人口動態に関する比較表

○人口の増減傾向の比較
全体 将来展望 中央部（青梅、長淵、東青梅、河辺） 将来展望 東部（大門、新町、今井） 将来展望 北部（小曾木、成木） 将来展望 西部（梅郷、沢井） 将来展望

人口推計 人口推計 人口推計 補正なし 人口推計
実数 実数 実数 実数 実数

137,000人

136,000人 64,000人 53,000人 6,500人

135,000人 63,000人 52,500人 6,000人 14,500人

134,000人 62,000人 52,000人 5,500人 14,000人

133,000人 61,000人 51,500人 5,000人 13,500人

平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年
2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年

13,000人 5,100人

40,000人 20,000人 12,000人 3,000人 4,900人

37,000人 18,000人 11,000人 2,800人 4,700人

34,000人 16,000人 10,000人 2,600人 4,500人

平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年
2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年

85000人 40,000人

83,000人 39,000人 2,900人 8,500人

81,000人 38,000人 33,500人 2,700人 8,000人

79,000人 37,000人 33,000人 2,500人 7,500人

77,000人 36,000人 32,500人 2,300人 7,000人

平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年
2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年

380人

17,000人 7,000人 8,000人 360人 1,600人

16,000人 6,500人 7,500人 340人 1,500人

15,000人 6,000人 7,000人 320人 1,400人

14,000人 5,500人 6,500人 300人 1,300人

平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年 平成27年 平成31年令和2年
2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年 2015年 2019年 2020年

○年齢３区分人口比率の比較

・人口動態の傾向等 ・人口動態の傾向等 ・人口動態の傾向等 ・人口動態の傾向等 ・人口動態の傾向等
　人口は総数および各年齢区分とも、人口推計とほぼ同じ人口で推移し
ている。
　人口比率については、将来展望および人口推計と比べ、1ポイント以内
の数値となっている。

　将来展望および人口推計よりも、人口減少が進んでいる。
　老年人口は、将来展望および人口推計よりも増加しているが、生産年
齢人口および年少人口は、推計よりも減少しており、高齢化がより加速
している状況である。
　人口比率については、将来展望および人口推計と比べ、1ポイント以
内の数値となっている。

将来展望および人口推計よりも、人口減少が進んでいる。

老年人口は、将来展望および人口推計では増加す
る見込みだったが、当該地域に設置されていた、特
別養護老人ホーム２施設（定員270人）が中央部（長
淵）および東部（新町）に移転したことから、減少につ
ながったものと考えられる。
　生産年齢人口および年少人口は、将来展望および人口推計よりも減
少傾向にある。
　　人口比率については、高齢者が減少し、生産年齢人口が増加してい
る。

　将来展望および人口推計よりも、人口減少が進んでいる。
　老年人口は、将来展望および人口推計よりも増加しているが、生産年
齢人口および年少人口は、推計よりも減少しており、高齢化がより加速
している状況である。
　　人口比率については、将来展望および人口推計と比べ、1ポイント以
内の数値となっている。

4地区の内、唯一人口が増えている地区となってい
る。
　老年人口は、将来展望および人口推計とほぼ同じ傾向で増加してい
る。

生産年齢人口は余り減少しておらず、ほぼ横ばいと
なっている。
　年少人口は減少傾向にあるが、将来展望および人口推計と比較し、減
少数が少なくなっている。
　人口比率については、将来展望および人口推計と比べ、1ポイント以
内の数値となっている。
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137,051人

134,086人 133,341人

134,273人

84,783人

79,746人
78,455人

78,844人

35,778人
39,698人

40,696人
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7,538人

4,559人

4,909人
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